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「埋め込みj概念に基づく住民自治組織の類型化
一社会ネットワ}ク分析におけるブロックモデリングの適用を通じてー

Classification on the social network structure in the local community organization 

by application of social embedded concept 

-Through the application of block modeling in social network analysis -
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Kazu HAGIHARA * Satoshi HOSHINO* Shizuka HASHIMOTO* Yasuaki KUKr* 

(*京都大学大学院農学研究科)

(* Graduate School ofAgriculture. Kyoto University) 

I 研究の背景と話的

近年，過疎化や高齢化の中で住民自治組織等の基盤が

ぜい弱化し，地域コミュニティの存続が危ぶまれている。

そうした中で，従来からある地縁組織を尊重しつつも，

行政組織と住民との簡を取り持つ新たな住民自治組織の

あり方を模索する動きがある υ。これらの組織は，既存

組織(自治会や商工会，市民間体)の連合体として位置

づけられるものが少なくないが，実際には旧来の慣習に

よって各組織が個別に活動している。新たな組織が自律

的に機能するためには，既存組織相互のネットワークを

一層強化する必要がある。こうした背景のもと，住民自

治組織内のネットワーク構造を検証した研究では，渡部

(2009) .高橋ら (2009)が，メンバー聞のパーソナル

ネットワークから，住民自治組織内の連携状態を検証し

ている 2川。しかしながら，いずれの研究も住民自治組

織内外で様築される個人間のつながりに焦点を当てたも

のであり，連合体としての住民自治組織内における既存

組織関の連携関係がどのように峻別されるかについて未

だ十分な検討がなされていない。

このような課題解決にまず必要なことは，従来，ブラ

ックボックスとして取り扱われてきた住民自治組織内に

おける連携の状態を可視化することである。そこで本研

究では，ネットワーク構造の撹点、から組織間の連携を捉

えるアプローチを採用して，住民自治組織の形態を峻別

する手法の穣立を毘的とする。これは住民自治組織の再

編状態を峻別し，それを改善する上で大きな意義を持つ。

本研究では，住民自治組織内の既存組織間の連携状況

を可視化するにあたり，社会ネットワーク(以下 SN)に

注罰する。 SN として組織間関係を捉える「埋め込み

(embeddedness) J概念を用いて，住民自治組織の組織

開の連携を可視化し，その上で組織形態を類型化する。

立 調査・分析方法

「埋め込みJ概念について

『埋め込み』とは， ソーシャル・キャピタノレ(以下

SC)研究の第一人者である Granov巴抗告rにより提唱さ

れた概念であるぺ組織間関係の研究の多くは，組織や

個人といったミクロな事象を精査し，得られた知見を

統合しながら組織問の関係を捉えようとしてきた。

一方. i埋め込みJ概念では.SN構造をもとに組織間

関係を捉える点、に特徴がある。この f埋め込みjは「構

造的埋め込み」と f関係的埋め込みJIこ分類される。「構

造的埋め込み」は，主体聞のネットワークにおいて，

制度的に連携体制が構築されている状態を表す。この

際つながりの有・無j にのみ注目し，そのネットワ

ークの活用度合いは考慮しない。一方. i関係的埋め込

みj とは，主体関の信頼，アイデンティティの重なり

(お互いの共通性に拐する認識度合い).団結や親密さ

を表す概念であり，組織や個人の実質的な二者関係を

基本にして成立する 5)。近年.SC研究で議論されてい

るブリッジング(橋渡し)型を検読する手法として，

SN分析が注関されている。これに伴い，もともと経済

社会学で扱われてきた f埋め込みj概念が，企業行動

にとどまらず，非公式の人間関係や地域コミュニティ

といった領域に援用されつつあるべ

2 調査対象地域の選定および地域の概要

調査対象地として，住民自治組織の再編により，地

域住民と行政の協働による新たな地域づくりを実践し
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ている，岐阜県恵那市を選定した。岡市は 2004年にi日

恵那市と!日恵那郡 5町村が新設合併してできた自治体

であり，岐阜県東濃地方に所在する。人口と世帯数は

55， 512人と 19，149世帯 (2010年 2月時点)である。

名古屋閣との繋がりが強く， 1980年代頃からベッドタ

ウン化していた。合併後は過疎化が進行した中山間地

域を多く抱えたため，近年の人口は減少傾向にある。

同市は地方自治法に尉り， 2007年に市内 13地域に地域

自治区注 1)を設定した。各地域自治区には地域協議会が

設置され，地域と行政が協働で地域づくりを推進する

仕組みが構築されている。特に地域づくりを実施する

ために，地域振興基金が準備され，各地域が策定した

「地域づくり計踊j に沿って地域づくり事業が実施さ

れている。まちづくり実行組織はこの地域づくり事業

を実行するための主体として位置づけられている。ま

た両市では，合併による行政サービスの低下を回避す

るべく，支所機能を備えた振興事務所を各地域自治区

に設けた。振興事務所は，市行政と地域協議会および

まちづくり実行組織をつなぐ役割を担っている。

本研究では，既存組織の連合体として設立された住

民自治組織のネットワーク構造を分類するにあたり，

合併前後の変遷が明確にわかる事例として，旧恵那郡5

町村(岩村，明智，山間，串原，上矢作，総称して f恵、

南地域」とも呼ばれる)を調査地域として選定した(表

1 )。ここでは合併前の自治体(旧町村)を単位とした

住民自治組織の再編が取り組まれているo 各地域のま

ちづくり実行組織には，地域づくり事業のテーマに沿

った部会 (3~7 つ桂度)が設置されている。地域ごと

に特色はあるものの，既存組織での活動を反映して f福

祉Jr防災Jr防犯Jr環境美化j をテーマに掲げる場合

表 1 5地域のまちづくり実行組識
Table.l Neighborhood community association in 5 town 

地まちづくり まちづくり utm 。百合h
i品線地 地域

域x行総綴名 'k行組織内の部会名 会泌総 人11 数 fヒヰ: 指定の 担~J義会
数 イf主主 委l¥数

，<，11 ~成 FßJ
段史文化部会/鎚Mi術

村十、ッ/ト 社人づくり郎会/絞光 7 I 34.3 5.506 1，818 28.95 
いわむら 交流部会/ff~1長興部 k m" 人 Itt!t:' % 

24;れ

会/新j克 'I>~部会
健康スポ ツ総会

あけち /地域活性化部会
I~I まちづくワ /必然環滋部会/白川i上 6 I 67.1 6.397 2，087 30.55 284'， 
ヌrvプオーラム 部し、会き/いき自f主出防会災部会/

k rri主 人 jlt.m % 

fllのltrささゆりjの
処づくり'Jrm委災会/
親子ふ札あい'Ir;すと委II

111 まちNづ1'0くり
会/環境美化事業委n
会/ふれあい広場事業 7 I 60.9 5.080 1，519 29.99 

似q~111 í.ý， 1 委n会/忠j出m笠り釜 krrl 人 tlU;? ち色 201:， 
7ニにア一事業委n会/
地峡安全ノ什、ローノレ'1>
堂、委iif会f1/EiE3こf!近呑所ti助会け合い犠

i:;11811 
健康福制生活~境，'[1"1

11;( 地波づくり
郎会/都市交流，1É~仮 3 I 38.2 901 296 38.6 

1'1 fl::L¥:0t珪 9{I 114U年E内部会71//llE1敦1出子7文化 k ni ノ、 111:11¥ % O 184'， 
参加 会

1-.1 1矢li咽f住民悩社部会/地波紋
4 I 130.9 2、468欠まちづくり{初出会/教育丈化部会 854 39.31 

O 25才1
Ij; 委i¥会 /特出物部会 k nf 人 11t!t:' % 
出pJi 慾罰1市の各地滋自治区の状況一覧表.2005および薮郊市絞針案 2010より作成
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が多い。恵、南地域全体での人口規模は約 2万人であり，

高齢化率は概ね 30%を越える。串原地域及び上矢作地

域は，過疎地域自立促進特別措置法により過疎地指定

されている。さらに「地域づくり計画」の策定に深く

関わる地域協議会は，各地域とも 20名前後である。

3 本研究における f埋め込みJ概念の定義化

本研究においては，恵那市が制定した地域自治区条

例のもとで，既存組織(地縁組織や各種間体)を包含

する「まちづくり実行組織」という新たな組織が形成

された状態を「構造的に埋め込まれたJ状態と定義す

る。「構造的埋め込みj の要件は，主体問の形式的な繋

がりである。したがって，その繋がりをもとに，常時，

組織間の連携が取られているか否かは問題にしない。

次に関係的埋め込みJとは，まちづくり実行組織

の中に，既存組織(地縁組織や各種団体)の実質的な

組織間関係(出結や親密さ，共通理解など)が，存在

する状態と定義する。つまり， r関係的埋め込みJは「構

造的埋め込みJとは異なり，組織間の関係が絶えず何

らかの形で機能していることが前提となる。

4 組織間関係の調査方法

SN分析には，各まちづくり実行組織のメンバー(個

人)を対象に2010年 11月にアンケート調査を実施し，

他人毎にまちづくり実行組織と既存組織との関係性を

把握した。なお，回収状況は，配布数 250部 (5地域の

合計)，有効回答数118部，有効回収率47.2%であった。

調査項目は，恵南 5地域におけるまちづくり実行組織

の f組織間連携の有無J，r役職の有無Jr既存組織から

まちづくり実行組織への貢献度」である(表2)。この

調査では，回答者の一人でも所属する部会と複数の既

存組織が連携関係にあると回答したら，各筑存組織は

部会を介して相互に連携関係にあると判断する O この

場合，描題されるネットワークは既存組織間の連携の

有無を示している。これには，公式的な組織図で位置

づけられている連携体制を表すのみならず，組織図だ

けでは把握できない連携関係も描画されている。すな

わち，描題される SN構造は構造的埋め込み」の程

度を表す。一方，既存組織聞における紐帯の重み付け

は役職の有無Jr既存組織からまちづくり実行組織

への貢献度Jによって把握する。この際，複数の個人

が同じ既存組織を選択した捺の重複度合いは考慮、しな

い。このような把握方法が連携の実態を反映している

か検証するため， SN構造の描画後， r役職経験の重複程

度」との比較を行った。この場合，描爾される SN構造

は「関係的埋め込みj の稜度を示している。以上の方

針に基づき，続存組織間の隣接行列を生成し， SN構造



まちづくり実行組織におけるf埋め込みJの捉え方 既存組織間の続格強度の評価指標

I r役織の有終(まちづくり繁行組織)J-篠i量的埋め込み行政と既存経験 (J告縁組綴や各護霊団体)の話し合い
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図1 本研究における分析枠組み
Fig. I The framework of analysis in the present study 

を描闘した。なお， SN構造が実状に合うかについては，

事前の開き取り調査11ゐ日)のデータによって検証した。

5 分析方法

研究の流れは図 1に示すように， r埋め込みj概念に

基づき構造的Jr関係的」双方の埋め込みの程度を

比較する。まず「構造的埋め込みj はまちづくり実行

組織において公式的な組織体制が構築され，各既存組

織(地縁組織や各種田体) (こ対して連携協力を求める

ことから始まる(圏 1の矢印①)。その後，公式的な組

織体制にもとづき，既存組織間の連携関係が位置づけ

られていく(顕 1の矢印@)。ただし，既存組織間の連

携においては，制度的あるいは構造的にネットワーク

が存在しても，必ずしもすべてが機能している訳では

ない(図 1の矢印③)。これらの既存組織の連携関係の

把諜ιおいては，各まちづくり実行組織が作成した組

織図を使用した。なお，メンバーが所属する既存組織

が不明な場合があったため，補足的にアンケート設問

の f組織間の連携の有無」から関係性を把握した。

方関係的埋め込みj は「組織捕の連携の有無J

の他に f役職の有無Jr既存組織からまちづくり実行組

織への貢献度」を重みとしてネットワークを描画する。

ただし，複雑なネットワーク構造を比較することは密

難であるため，その解決策としてネットワークを締約

するブロックモデリング(以下 BM)を用いた。出とは，

ネットワーク構成要素を，ネットワーク内で保持する

位設にもとづいて，いくつかのブロックに分類し，ブ

ロック内およびブロック間の関係構造をとらえる技法

である(たとえば安田， 2001) 7)。ブロックは，行為

者間の関係構造の類似性に基づいて分けられ，各ブロ

ック関のつながりの強さを表す密度表 (density 

matrix) を作成する。この密度表の平均値を基準に，

f!(f I 

的iíi(I~JJII1め込みの
限度を11J定(※)

!日l係rt0j!Hめ込みの
Fよl世EをFlJ:.t

2 分析に用いたアンケート調査項目
Table.2 The outline of inquiry survey 

r((11 V、i存

述jj;IYW;;まちづくり実行組織と奴{f剖i主主
(('1ft;会や各!frl.ljij;)とのi1!jji;のイ!然

主らづくり)，;11組織の役織の合然
役(i五
既存m織(1'1治会やf何事I剤事)の役職のイi然

i見イ{Hl綴
!児イ'iK[[織からまちづくり実行組織へのは紋JI，[

のi'ul献度

i望者{立主

2E¥tI;折

対立!1.'i

2段目今

4stlJfi 

j主)公式的な組織図が存在しても‘メンハーが所属する既存組織が不明な場合があ仏補足釣に貫問を行ったe

!iii OBicubic O1 1 11 i 0，00 10.88 10.93 ，J， 1" • • I 
b I 0.92 1000 I 0.8"71 )11 0 11 
10.87 10.93 10，00 t' I 1 1 0 I 

2 e 30e  ;;  注)太字l立，全体の密度平均

ぃ:~~~~~~_ (0.6) より大きい。

留 2 ブロックモデリングの手頗
Fig.2 The process ofblock modeling 

それ以下の場合はOブロック，それ以上の場合は lブ

ロックと判定されるので，国 2のように縮約された行

列ができるお)。しかしながら役職の有無j 以外は，

メンバーによる主観的なデータに基づいている。そこ

で， BMが一定の客観性を保っかどうかを明らかにする

ため役職経験の重複程度」との関係性を補足的に検

証した。なお，分析は， Analytic Technologi自社の

UCINET6を用いて SN構造を描画した後，同ソフトに内

包されている CONCORit:l)によって加を行った。

直結果

SN構造の摘聞と闘による縮約の実際

まず， 5地域における f構造的埋め込み」がどの程度

なされているかについて，図 3のように， SN構造を描

画した(ただし紙面の都合上，分析の中身については

山岡のみ記載)。続いて聞により，ネットワークの縮

約を行った。この際，あらかじめブロック数を決める
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ことなく， 5地域X2タイプ(構造的/関係的埋め込み)

の 10ケースについて闘を実施した。聞き取り龍王室で

得られた組織関連携の状況を参照しつつ，分割の妥当

性を検証したところ，最終的に 4ブロックに締約する

ことができた。ブロック内のメンバー(組織)構成は

各ケースですべて異なるものの，かなりの程度，類似

している。各ケースのブロックは，このような類似関

係を踏まえて配寵したが，ブロック自体が厳密に対応

しているわけではない。本研究は，埋め込みの程度の

強弱に焦点を当てることから，ブロック内の構成より

も，ブロック間の経携の増減に注医する。後述する表

7を参照する捺にもこの点に留意主れたい。

表3は， BM後の山岡地域のまちづくり実行組織内の

ブロックの記述である。例えばブロック 1内にある「自

治会Jr民生委員Jr農林業団体Jは，それぞれ活動す

る内容は異なるものの，まちづくり実行組織内では，

SN構造上，類似性を持っていると認識されている。特

lこ「自治会j と関係が深い「自治連合会」が，ブロッ

ク2に分類されているように，活動内容ではなく組織

詞の位霊づけによって分割がなされている。

次に表4は，各ブロック開のつながりの強さを表す

密度表である。太字は表内の平均値 (0.303)以上の{疫

をとっていることを表L 平均より大きい値であれば，

縮約された行列の成分は lとし，平均より小さい値で

あれば Oとする。そして lの場合，ブロック間に紐幣

が存在するとみなす。これら表 3，表4のデータをも

とに，ネットワーク構造を描画すると，間 4のeのよ
うになる1l:'.11。同様の手)1民により 5地域における「関

係的埋め込みj についても役職の有無Jr地縁組織

からまちづくり実行組織への貢献度j を加味した上で，

SNを描画し， BMを実行した(表5，表6，図4の②)0 

2 締約後の SN構造の比較

前節で取り上げた手)1慎に則り， 5地域に対して測を

行うと表7のような一覧表にまとめることができる。

これによると構造的埋め込みが進展している地域と，

進展していない地域に大別されることがわかった。例

えば，岩村の拐犯協会をはじめとする 4団体，明智で

は，民生委員をはじめとする 4団体の連携が，他国体

に比較しでも著しく低いことが分かる(表 7 ①の a)。

つまり，まちづくり実行組織を立ち上げる段措におい

て，十分に「構造的Jな壊め込みがなされていなかっ

た。これに対して山間，串原，上矢作は，若干の程度差

はあるものの，団体ごとの連携関係は構築されている

状態にある。つまり先ほどの 2地域に比べると， r構造
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的Jに埋め込みがなされている(表 7 ①の b，c)。

次に「関係的埋め込みj がどの程度なされているか

について，国 1に示したように f役職の有無Jr地縁か

らまちづくり実行組織への貢献度Jによって重み付け

を行い， SN構造を描画した。これによると f構造的壊
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表3 縮約後のブロック内の内訳一山岡(構造的埋め込み)
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め込みjで見られた SN構造とは異なる形状が描画され

特に，岩村，明智，山間では「構造的埋め込みj

で描画されていたネットワークの一部分が強いつなが

りとして連携関係を構築するものの，その範囲は，構

造的埋め込みで見られたものに比べて非常に狭いこと

がわかる(表 7 ②の a，b)。一方，串原，上矢作の 2

地域においては，若干の程度差はあるものの構造的

埋め込みj によるネットワーク範囲が維持されつつ，

その連携関係が強まっている。つまり「構造的埋め込

みj が十分になされたよで，かっ f関係的埋め込みj

の進展が見られた地域である(表7 ②の c)。

以上を総括すると， 5地域のまちづくり実行組織は，

f埋め込みj概念によって構造的Jr擦係的」に不

十分な囚パターン構造的」がなされているものの f関

係的」が不十分な国ノ号ターン構造的Jr関係的J{こ

も十分なされている回ノfターンに分類で、きる。

W 考察

本研究では， 5地域の SN構造を「埋め込み」概念に

基づきながら聞によって 3つのパターンに分類できた

が，最後に，この意味について考察したい。

まず構造的埋め込み」は，前掲の閤 1で示すよう

に，行政側がまちづくり実行組織の設立構想を各地域

に提示する中で進援していった。しかしながら，各地

岐によって構造的j な埋め込みの程度は，大きく異

なっていた。この理由として考えられるのが，まちづ

くり実行組織の設立構想、に対する既存組織側の受け入

れ体制である。事前のヒアリング調査によると，岩村，

明智においては，既存組織の足並みは揃わないまま，

まちづくり実行組織がスタートした。その後の実行組

織の活動においても，地縁組織や各種団体の活動は，

地域全体にわたるような広域での取り組みはなく，組

織開のつながりは希薄であり，個別に事業を推進して

いる状況であった。一方，山岡，串原，上矢作の各地

域は， IB町村時代からある広長会(現在の自治連合会)

がリーダーシップを発揮しながら受け入れ体制を構築

してきた討九組織内の実質的な連携があるか否かは別

として，組織体制自体は準備されることとなった。

次に f関係的埋め込みj をみると，他地域に比べて

串原，上矢作において十分な壊め込みが確認できた。

この理由として，この 2地域は，まちづくり実行組織

が自治連合会に動員数や担当織をあらかじめ割り当て

る運営方法が採られており，まちづくり災行組織の仕

組みを既存組織がサポートする体制が構築されていた

ことがあげられる。役職経験数が 1~5 の中堅メンバー

が他地域と比べても多い(表 8)。このことは，測によ

る f関係的埋め込みJの措闘が概ね，客観性を保持し

ていることを強く示唆している。

一方，山間では豆長会の意思決定プロセスをそのま

表 7 縮約後のSN構造の一覧
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①持軍造的埋め込み ②関係約纏め込み ③類型

囚
岩
宇t

笠通安全協会.青年団
主選安全協会、膏年岱 4造露係関

老人クラブ.~苦工金 者人クラブ‘際工会
約的

a ±壁i皇
] 

めめ

込込

みみ
号月 '-'-

智 ムJ自治 がが
防犯 防犯

社1岳、 手土i晶 、 不十不十
PT 、 PT  

観光協会 交通安全協会 分分
交通安全協会 総工会 その他(大志村) 商体工協会

その他{大正村)

E是集委員O、NPO民生霊員、 NPO
消防団、農林葉回{体 ，肖紡ElI.農林業団体

E!;i古渡合会 日

志ち一一一-4コつ一〔 ii 担

込込

山
PTA  交遜安全協会 みみ
青年総綴

!碍
老人会 その他 がが
i持紡図 (¥子供会) 十不

分十
ライオンズクラブ 分

自治連合金

膏年毘
商工金
主滋賀全

日銭光協金
PTA タ串 体協 主主生霊 童

際 農林聾 ラフ
NPO 
PTA 

機造約 係器約喜老人クう

E 
麗持幾飽体 その他(関入金)

〕

援め埋め

込込

令官
みみ

矢位協
'-'-

作老人タラ がが
防毘協会

十分十分j向陪罰 iEWJ 7モ検L出
路工会

空通安会協会 克連安全協金、車林象笥体
墨寺本lItlll体

青年組樟‘その地
その他

表8 役職経験の重複程度
Table.8 Repetition of the post experience 
役職
経験の

ー
ム
』

po-

η
6
-

361 



ま，まちづくり実行組織に移行させたため，他地域と

比べても，他の団体との連携が進展せず，部分的な連

携に留まったと考えられる。

以上より埋め込みJ概念によって，分類された囚，

@]，回パターンは既存組織の合流が不十分なままで

組織の設立が行われた場合J， r組織体制は構築されて

も，名目上の組織連携に留まる場合J，r既存組織がま

ちづくり実行組織で明確に位置づけられ，実質的な組

織連携が進んで、いる場合Jの 3つのケースに対応する

と解釈できる。つまり，行政がまちづくり実行組織を

構想する際に，どれだけ既存組織を巻き込んで組織体

制を構築したか，またその組織体制を，如何に実質的

な関係として維持できたかによって，形成されるまち

づくり実行組織の形態が左右されることがわかった。

V おわりに

本研究では， SNとして組織間関係を捉える「埋め込

みJ概念を用いて，住民自治組織の SN構造を可視化し，

さらに組織再編の状態を SN構造の縮約によって類型化

することを試みた。その結果，地域によって「構造的j

f関係的j な埋め込みの程度が大きく異なり，その違

いによって 3つのパターンに分類できることがわかっ

た。今まで複雑で捉えにくかった住民自治組織の再編

の状態を SN構造の描画ならびに聞による縮約によっ

て容易に可視化でき，かっ「埋め込みj概念の 2つの

視点、(構造的/関係的埋め込み)によって明確にl峻別

できることが示された。その意味において，農村計画

学における SN分析，特に「埋め込みJ概念、の適用可能

性を提示したといえる。しかしながら，住民自治組織

のSN構造が持つ複雑性や多層性に対して，データ収集

(設問の作り方や客観的指襟との比較等)の妥当性に

ついては，今後の課題として残った。これについては，

別の機会に検証したい。

注

注1)市町村が，区域内の地域に，市町村長の権担に属

する事務を分掌させ，住民の意見を反映させるた

め設置する自治・行政組織の一つ。車、那市では地

方自治法第 202条の 4(こ貝IJり，時限的な制限のな

い地域自治思(一般制度)が適用された。

注 2)まちづくり実行組織の事務局担当である娠興事務

所職員や関係事務局)に対してヒアリング議資

(2009年 11月 4日および 2010年 1月 25，26 13 

実施)を行った。
注 3)金光 H) は， CONCORについて，事前にはブロック
化すべき基準を設定せず，事後的に求める，帰納

的ブロックモデリングであると説明している。
注 4)熊倉 9) (こよれば，各ブロック内・間の結合密度

が，全体平均より高い場合，ブロック内・間に結

合があると判断できるとしている。
注目市原 10)によると，区長の仕事は，それぞれ地区

の取りまとめの他に，行政の末端的な仕事も担っ

てきた。例えば山岡地域の区長の場合，非農家で

あっても，農業構造改善事業の推進委員長に着任

し，国，県，留丁道事業等に関与する。
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Summary: We drew network structure of neighborhood community association with“social embedded concept" which captllred 

relations between organizations as social n巴tworkin this stlldy. Furthermore‘we tried that we made a state of the organization 
reorganization a type by an abridgement of social n巴twork.As a reslllt‘degree of the implantation was different greatly in each area 
and llnderstood what 1 could classify in three patterns. 
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